
 

　
三
月
に
入
る
と
中
心
市
街
地
は
左
義
長
ま
つ
り
の

だ
し
の
最
終
製
作
で
各
町
内
の
集
会
所
は
遅
く
ま
で

明
か
り
が
灯
っ
て
い
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
の
足
音
を

静
か
に
感
じ
な
が
ら
本
番
を
待
つ
若
い
衆
や
子
供
た

ち
。
今
年
は
世
界
中
に
コ
ロ
ナ
菌
が
駆
け
巡
り
多
く
の

人
の
心
に
不
安
の
日
々
が
襲
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　
祭
り
の
中
止
を
提
唱
す
る
人
が
多
い
中
、
何
と
か

開
催
し
て
、一
年
の
無
病
息
災
の
願
い
を
込
め
て
奉

納
し
た
い
、「
疫
病
退
散
」
の
祈
願
の
ぼ
り
が
ひ
と
き
わ

目
立
ち
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
回
復
し
た
い
気
持
ち
が

入
り
混
じ
る
祭
典
で
中
止
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
織
田
信
長
公
が
自
ら
異
粧
華
美
な
姿
で
躍
り
出
た

と
「
信
長
公
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
天
下
の
奇
祭

で
す
。
信
長
公
亡
き
あ
と
豊
臣
秀
次
公
が
八
幡
山
城

を
築
き
、
八
幡
町
が
開
町
さ
れ
ま
し
た
。
日
牟
禮
八

幡
宮
例
祭
「
八
幡
ま
つ
り
」
の
荘
厳
さ
に
驚
い
た
町

民
は
、
開
町
に
よ
る
喜
び
を
込
め
厄
除
け
、
防
火
の

由
緒
あ
る
御
神
徳
を
仰
ぎ
、
左
義
長
を
八
幡
宮
に
奉

納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
左
義
長
ま
つ

り
は
、
近
江
商
人
の
隆
盛
に
よ
っ
て
、
商
売
繁
盛
を
祈

願
す
る
ま
つ
り
と
し
て
の
意
味
合
い
も
あ
る
よ
う
で

す
。「
だ
し
」
は
そ
の
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
も
の
を

海
産
物
や
穀
物
等
の
食
物
で
作
り
上
げ
ら
れ
、
町
衆

の
素
晴
ら
し
い
共
同
制
作
の
華
々
し
い
ア
ー
ト
で
す
。

　
八
幡
堀
両
岸
と
「
新
町
通
り
」｢

永
原
町
通
り｣

「
日

牟
禮
八
幡
宮
境
内
地
」
を
含
ん
だ
一
帯
が
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
左
義
長
ま
つ
り
が
執
り
行
な
わ
れ
て
お
り
、

新
町
通
り
で
は
実
に
町
の

趣
と
「
だ
し
」
そ
し
て
町
衆
の
姿
が

躍
動
的
で
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
チ
ョ
ウ
ヤ
レ
、

マ
ッ
セ
マ
ッ
セ
」
声
も
勇
ま
し
く
渡
御
（
巡
行
）
に

出
発
し
ま
し
た
が
今
年
は
自
粛
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

同
様
左
義
長
だ
し
コ
ン
ク
ー
ル
は
開
催
さ
れ
、
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
「
為
心
町
」
お
め
で
と

う
！
盛
り
上
が
り
ま
す
が
、
世
相
を
考
え
る
と…

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
夜
は
午
後
8
時
、宮
境
内
で

5
基
の
左
義
長
に
ま
ず
一
斉
奉
火
さ
れ
、短
縮
さ
れ

て
順
次
奉
火
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
燃
え
盛
る
左
義

長
の
だ
し
が
夜
空
を
焦
が
し
、「
疫
病
退
散
」
の
祈
願

を
込
め
、
火
の
粉
を
浴
び
て
若
衆
が
乱
舞
す
る
様
は
、

コ
ロ
ナ
騒
動
が
な
け
れ
ば
ま
さ
に
湖
国
に
春
を
告
げ
る

風
物
詩
で
し
た
。

　
祭
り
の
後
は
八
幡

堀
の
桜
の
開
花
で

す
。
桜
を
愛
で
和
舟

で
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と

豊
臣
秀
次
公
と
八
幡

商
人
を
学
び
な
が
ら

の
観
光
は
情
緒
あ
ふ

れ
る
八
幡
堀
め
ぐ
り

の
醍
醐
味
で
す
。
い

つ
も
は
観
光
客
で
桜

の
下
で
の
堀
め
ぐ
り

を
地
元
の
皆
さ
ん
に
は
、
な
か
な
か
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
観
光
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
是
非
地
元
の

皆
さ
ん
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
本

来
は
地
域
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
是
非
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
等
自
己
で
出
来
る

事
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
、
市
立
資
料
館
や
伴

家
住
宅
な
ど
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

町
の
散
策
や
お
食
事
、
堀
め
ぐ
り
な
ど
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
堀
め
ぐ
り
は
和
舟
で
風
の
通
り
が
よ

く
、
遊
覧
は
時
代
劇
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
歴
史
と
文
化
を
再
認

識
し
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
限
り
で
す
。
八
幡
堀
の

桜
と
川
面
に
映
る
桜
と
で
風
情
が
あ
り
ま
す
。

早
く
コ
ロ
ナ
騒
動
が
治
ま
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
！

ご予約は 0748-36-5115
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八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
5
年
の
道
の
り

八
幡
堀
の
春
の
訪
れ
で
す
！

食パン専門店
『一本堂  近江八幡店』

〒523-0893 近江八幡市桜宮町206-14
営業時間  9：30～18：00
TEL  0748-36-3347

定休日  月曜日

検索焼きたて食パン専門店  一本堂

一本堂食パン

高蜜度食パン

めいぷる食パン

れーずん

ちーず

チョコレート食パン

あんこ食パン

日本の食パン

 　　　　 　 etc

応
募
〆
切

2
0
2
0
年 

4
月
10
日 

必
着

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

     

電
話
番
号 

を 

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き

     

又
は
F
A
X
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ご
意
見

     

ご
要
望
が
有
れ
ば
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
八
幡
堀
め
ぐ
り
ペ
ア
券
３
名
様
４
月
29
日(

祭
）午
前
10
時
の

出
航
の
便
に
乗
れ
る
方
は
ご
応
募
下
さ
い
。
雨
天
は
延
期
し
ま
す
。

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ク
イ
ズ
▼

当選者発表

令
和
二
年
左
義
長
ま
つ
り「
だ
し
」コ
ン
テ
ス
ト
の

優
勝
は
ど
こ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

（
今
年
の
新
町
通
り
と
新
町
の
だ
し
）

答え：3 / 2 9 日
中村町  A・Tさん
出町  K・T さん
若葉町 N・Mさん
馬渕町  Y・T さん
堀上町  M・H さん

八幡堀界隈

八幡堀手漕ぎ和舟八幡堀手漕ぎ和舟

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

近江牛毛利志満本店
営業時間  11:00〜14 30
　　　　 17:00〜21:30 （LO 20:00）  
   土日祝 11:00〜21:30 （LO 20:00）

定休日 水曜日   　駐車場　60台
近江八幡市東川町 866-1 電話 0748-37-4325

日常をしばし忘れ、くつろぎの時間を愉しむ……

春
の
八
幡
堀



江戸時代の琵琶湖水運 ー大津百艘船の航跡ー

大津市歴史博物館

リサ・ラーソン  創作と出会いをめぐる旅

滋賀県立 陶芸の森  陶芸館

2020 年春季特別展 
 MIHO MUSEUM コレクションの形成
 ー日本絵画を中心にー MIHO MUSEUM

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504トマト俱楽部 応募先

KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（4月の方）  3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース）   5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

［トマトカード番号の記入をお願いします］

3０名様4月12日迄

3０名様5月31日迄

3０名様6 月 7 日迄

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、
官製はがき又はFAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。予めご了承ください。

近江八幡西の湖の葦で作られた紙にポストカードとして販売されています！
おめでたい柄は年賀状にも利用され縁起物や楽しい絵柄が発注できます！
左側が空間になっています。店名住所電話番号取扱商品などを記載できます。
縁起絵柄は開店のお祝や桃太郎や金太郎は男の子の出産お祝にも使えます。
A4・A3 額縁迄出来ます。お気軽にお問い合せください。

〒523-0837　近江八幡市大杉町30-1
営業時間／10：00～16：00 （土日祝17：00）
定 休 日／水曜日　℡ 0748-36-5115

　引札（ひきふだ）は江戸、明治、大正、昭和初期にかけて、商
店、問屋、仲買、製造販売元などの宣伝のために作られた広告
チラシです。広告の歴史資料としてだけでなく、独特の色合いと
大胆な図柄から美術品としての価値もある印刷物として収集の
対象ともなっています。この引札の図柄を使い、バッグやTシャ
ツ、小物入れ、コップやランチョンマット等の商品が開発されま
した。オーダーで店名や名前がオリジナルで入れられます。

Produced by Rabbit House Co.,Ltd

手作り
八
幡
堀
明
治
橋
付
近

引札グッズ

500×300㎜￥3,700（税別）300×300㎜￥3,200（税別）

オリジナルマイバックが＋￥1,000で出来ます。
８号帆布に引札柄見本 150 点から選べます。
自由に文字などがカラーで入れられます。

近江八幡発信
引札

八幡堀
　　新町・八幡堀からの発信です。
　  八幡商人の象徴である
  商売繁盛の絵柄が多くあります。

８号帆布バック

花束、洗剤、チケット等   締 切
3月31日迄

※コロナウイルスでの各会館の開場状況はインターネットか直接会館にお問い合せください。


